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1. は じめ に
2002年から の ｢総合的学習の 時間｣ (以下, ｢ 総合的学
習｣ と略記) の 実施に 当た っ て 各学校に ア ン ケ ー ト 調査
をした最近の 報告が ある1｡ ｢実施に 当た っ て予想される
問題点｣ を聞い たと ころ, ｢カ リ キ ュ ラ ム 編成｣ や ｢ 教
師の認識の違い や連携｣ が半分を超え て い た｡ 教科書に
基づ い た授業や教科の 専門性に慣れ て い た学校お よび教
員に と っ て , ｢週3時間｣ とされる ｢教科書の な い時間｣
を学校の教育課程や学年 ･ 学期の 学習計画に どう位置づ
ければ い い の か , 教科と は異質の学習原理 で ある ｢総合
的学習｣ を どう理解し, どう展開し て い けば い い の か ,
教科横断的な連携 は可能 なの か な ど, 大 きな ｢ 試練｣
(課題)に な っ て い る こ とがわ かる (以上の 問題点 は,
小学校か ら高校 へ 段階を進む に つ れ て指摘が多く な っ て
い る)｡
こ の よう な課題に対し て , 本稿は, まず, 学校 に おけ
る カリキ ュ ラ ム 編成 の基礎をなす ｢総合的学習｣ の方法
原理 を, 教科学習と関連させながら, 学習の主体 ･ 内容 ･
方法 ･ 評価 の観点か ら明確に し, 次 に , ｢総合的学習｣
の 年間計画や学習計画の *J亡▲､を なす テ ー マ や単元の設定
に つ い て , ウ ェ ti
l
ン グ に よる学習構想を提示し, そ の発
想の 有効性を述 べ て いくも の で ある ｡ も と よ り, 国際理
解を はじめとする ｢総合的学習｣の 実践的課題に応える
ため で ある｡
2. ｢総合的学習｣ の方法原理
2.I. 学習主体 (教師と子 ども)
周知の よう に , 新学習指導要領に お い て ｢総合的学習｣
の ねら い は, 次 の 2 つ が あ げられ て い る2｡
(1) 自ら課題を見付け, 自ら学 び, 考 え, 主体的
に判断し, よ り よ く問題を解決する資質や能力を育
て る こと
(2) 学び方や もの の考え方を身に付け, 問題 の 解
決や探求活動に 主体的, 創造的に取り組む態度を育
て , 自己の生き方を考える ことが で き るよう に する
こと
こ こ に見られ るの は, 学習者に よ る知識の構成と いう
方法原理で あ る｡ あ らかじめ決め られ た学習内容に もと
づ い て , 教師主導に よる知識の 構成をめぎす従来の 教科
学習とはあき らか に異なるも の で ある｡ こ れ らの 関係を
示すと図1の よう に なる3｡
縦軸 は学習内容の決定主体を, 横軸は, 知識の 位相を
示す｡ ｢総合的学習｣で は , 図 の A の よう に生活体験系
の内容を教師が与えるもの で はな い ｡ だ が , 図の B の よ
う に生徒の 活動の み に と どまれ ば ｢は い まわ る｣ 学習に
なる｡ 同様 に , 図 の C は, 中 ･ 高校 で よ くみ られ る自主
的課題研究 ･ 個別研究で あるが , 学 び の 構成を私的な空
間に限定するも の で , 個人間で共有する学びを欠落させ
るおそれが ある｡ だ か らと い っ て , D の よう に従来の教
科学習と同様の原理 に た っ て教科横断的な知識を教師が
提供するもの で もな い ｡
｢総合的学習｣ の ねら い を達成するため に は, 図の′E,
F の よ う に , 教師と児童 ･ 生徒 の相互作用とそ の結果と
し て の知 の再構成が必要で ある｡ E は児童 ･ 生徒 の興味
関心か ら出発 しなが らも, 教師の 支援を受けながら , 知
的好奇心を満 たす学習を通 して 自ら学びを獲得 して い く
過程で あり , Fもまた, 教師の 提示する教科横断的な課
題に 向き合い なが ら, 児童 ･ 生徒が自ら の問題と して と













｢総合的学習｣ に つ い て は, ①国際理解, 情報 , 環境 ,
福祉 ･ 健康な どの横断的 ･ 総合的な課題 , ②児童生徒の
興味 ･ 関心 に基 づく課題, ③地域や学校の 特色に応じた
課題などが例示され て い る (高校で は, ① に加え, ②生
徒の興味 ･ 関心 , 進路等に応じた課題 , ③自己の在り方
生き方, 進路 に 関する学習活動の例示が ある)｡ そ して ,
これ ら の学習を行なう場合, 体験的学習, 問題解決的な
学習 (学習方法), グ ル ー プ学習や異年齢集団学習 (学
習形聾), 地域と の連携など に配慮する よう に記し て い
る (小学校で は国際理解の 一 環 と して の 外国語会話, 高
校で は個人研究 へ の配慮が追加されて い る)40
｢総合的学習｣ の学習内容に つ い て は, 学習指導要領
に 例示さ れ た学習活動が す べ て で はな い ｡ 先 に掲げた
｢総合的学習｣ の ねら い を達成する も の で あれば何で も
い い の で あ る｡
表1 は, 生活 ･ 体験系と科学 ･ 知識系と い っ た知識の
抽象 ･ 構造化を基準に ｢総合的学習｣ の 具体的な学習活
動に つ い て , い く っ か に 分類し て みた も の で ある5｡ 学
習発表会, 文化祭, 修学旅行など特別 (教育) 活動と関
連 した活動か ら, 教科横断型の新し い教科領域ともい う
べ き横断的な内容に至るま で , 例示内容や配慮事項を含
む , 実 に多様な学習活動が ある ことがわかる ｡
実際 に は, 一 定 の単元 (1年 ･ 学期 ･ 月単位) に よ る
学習内容の ま とまり の ねら い に応じ て , ① - ⑧の諸活動
が有機的に組織され るが , こ の よ うな学習内容 ･ 活動を
通 して , ｢総合的学習｣ で はど の ような知識の構成をめ
ざすの だ ろうか ｡ 表2 はこれら の活動の 背後に ある い わ
ゆる認識論的な枠組みを示したも の で ある6｡
表2 の ① ｢知の ワ ン ダ ー ラ ン ド｣ は , 一 人 ひ とり の 子
ども に と っ て 学びが成立すればよ い とする時間で あり ,
生活科と同様, 一 見遊び の よう に見えるが , ､ 人間関係を
はじめ , 自分と課題 (活動)との 関係な ど何かを発見し
学ぶ 時間で ある｡ 表2 の② ｢生活知｣ は, もの づくり の









①交流 ･ イ ベ ン ト型 (学習発表会, 文化祭, 国際交流 デ ー , ホ ー ム ス テ イ , ス タ デ ィ ツ ア ー , 修学
旅行な ど)
②社会体験型 (ボ ラ ン テ ィ ア , 勤労体験 , 介護体験など)
③ものづ くり ･ 見学型 (栽培, 飼育, 工作, 美術 ･ 博物館, 考古館, 民俗 ･ 民芸館, 歴史資料館な
ど)
④学習方法型 (デ ィ ベ ー ト , ロ ー ル プ レ イ , ゲ ー ム , 地域調査, コ ン ピ ュ ー タ リ テ ラ シ ー な ど)
⑤個別研究型 (教科の 発展, 応用, 体験 の深化 , 調査研究など)
⑥進路探究型 (社会体験の 深化, 交流体験の深化 , 個別研究の発展)
⑦課題探究 ･ 解決型 (今日的課題 - 国際, 環境, 情報, 福祉 ･ 健康, 人権など)
⑧教科横断 ･ ク ロ ス 型 (言語社会系, 芸術表現系 , 数理情報系, 福祉環境系など)
表2 ｢総合的学習｣ の知の 構成 - 4 つ の次元 (藤原)
①知の ワ ン ダ ー ラ 従来の 教科観で は, 遊 びや学校外の 内容とされ て きたもの o 生活科a)延長. 学 ぶ楽
ン ド しさを体験する時間o
(塾生活知
従来の 教科観で は, 課外活動や稽古事 . 芸事とされ て きたもの ○ 生活知, 体験知を
学ぶ 時間 (もの づ_
く り名人, 料理 の 鉄人, ｢よう こ そ 先輩｣) な ど)
③方法知
従来の教科観で は, 内容と知識量重視の ため軽視され て きたもの o 問題解決や コ ミ ユ
ニ ケ - シ ョ ン , 表現など の学習方法を学ぶ時間o
④総合知 . 横断知
従来の教科観で は, 専門分化した縦割りの 教科 . 科目 の ため に ｢周辺｣■に お いや ら
れたもの ○ 学際的, 横断的な総合知 . 連関知を学ぶ時間o
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｢名人｣や ｢鉄人｣ をめ ざすよ うな学習活動で ある｡ 学
校が い まま で ｢ 知の 体系｣ か ら排除して きた生活知や職
業知の復権をめ ざすもの と いえ る｡ ③ ｢方法知｣ は, 潤
査や情報収集, 表現や問題解決な ど の学習方法を中心に
学ぶ 時間で ある｡ ④ ｢総合知 ･ 横断知｣ は, 分化した
教科の知識を総合したり, 国際理解な ど横断的 ･ 学際的
な内容を学ぶ 時間で ある｡ 知識 の 断片で はなく連関的,
全体的な追究をはかるもの と い っ て もよ い ｡
こ れ ら4 つ の ｢知 の あり方｣ と従来の 教科観を図式的
に 示したも の が図2 で あ る｡ ｢総合的学習｣ で は, 原理
的 に 同心円拡大の 内容編成を採用 しな い の で , 4 つ の
｢知の あり方｣ は, 学習内容の段階的な順次性や発展性
を必ずしも示すもの で はな い ｡ しか し, 小 ･ 中 ･ 高校と
い う大きな発達段階, 従来の 教科学習との関連, 高校 に
おける ｢生き方学習｣｢進路学習｣ お よび横断的 ･ 縫合
的な学習内容を考慮すれば , そ の比重は, 図 2 の①から











図 2 ｢総合的学習｣ と教科 の学習内容 (藤原)
2.3. 学習空間 (学校と地域)
｢総合的学習｣ で は, 様 々 な学習方法 ･ 学習形態, 地
域と の連携な どが配慮事項と して あ げられ て い る｡ そ こ
に は, 学校5 日制に伴う生涯学習体系 へ の 転換と ｢生き
る力｣ の育成が背景に ある ことは言うま で もな い ｡ し た
が っ て , ｢ 総合的学習｣ を創る場合, 学習 の方法原理 と
し て の空間 (学びの場) を無視する こと は で きな い ｡ こ
れ を図3 に示し て みた｡
｢総合的学習｣が導入され, 学校と地域とい う軸に教
科と総合とい う軸が交差する こと に より , 子 どもたち の
学びの 揚が広がり, 知 の あり方も変容した7. 図3 の II･
Ⅲ は, い わ ゆ る ｢学校知｣ を提供して きた空間で あ る ｡
Ⅱ は教室で学ぶ従来の教科学習に相当し, Ⅲ は社会科な
ど教科学習に見られ る地域学習や地域調査にあ たるも の
と い え る｡ これ に対し, 図 3 の Ⅰ ･ Ⅳ は , 教室や学校を
越えて , 地域 の人材やリ ソ ー ス ･ パ ー ス ン と と も に学 ぶ
学習で あ り, 学校知を越えた ｢生きる力｣ を身に付ける
もの と も いえ る｡ Ⅰ 時, 学校 の 中で の異年齢集団の 学習
もふ くめた教員や子 どもと の学びの 空間, Ⅳ は, 保護者,
地域の 人材 , 外国人 , 高齢者, N G O･ N P O などの 市民
活動に取り組む人々 など多様な人々 と の学び の場 である｡
こ う した学び の 空間を設定する こと に よ っ て , 介護や勤
労など社会体験, 自然体験, ボ ラ ン テ ィ ア な ど の社会参
加, 国際交流な どを ｢総合的学習｣に位置づ ける ことが
で きる ｡ それ に よ っ て地域 に開かれ た学校が 内実化され
て い く ｡
学 校
地域 ･ 世界
図3 学びの 場 (空間) の広がり (藤原)
2.4. 学習方法 (方法と内容)
｢総合的学習｣ は, 学習者に よる学び の 自己決定を導
く手段と して 学習方法 (学び方やもの の 考え 方を身に付
ける こ と)｡ を重視し て い る こ れを従来の 教科学習と比
べ て みた ( 図4)｡ 図4 の Ⅱ ･ Ⅲ が従来の教科学習で あ
る｡ 各教科で は, あ らか じめ決められた学習内容 (Ⅲ)
が重視され, Ⅱ の学習方法は, 各教科の 内容目標を達成
す るため の手段とされ る｡ .
しか し, ｢総合的学習｣ で は,
例示内容な どがあるもの の基本的に , 学習内容 (Ⅳ) は,
子 どもの 自己決定に ゆだね られ , 自 ら の学びを創造する
もの とされ る｡ 学び の創造を達成するため に重視される
の が Ⅰ の学習方法 (体験的活動も含む) で ある｡ しか も,
イ ン タ ビ ュ ー や地域調査, 資料収集 ･ 分析, 交流, 討論,
発表な ど の個 々 の活動や方法の 力だ け で は なく , 各教科
で 身に 付け た知識や技能を総合化すると い う い わ ゆる
｢学び方を学ぶ｣ と い う メ タ認知的な力が重要に な っ て
い る｡ 方法 の目的化ある い は内容化と いう所以で あり,
こ の よ う な学び の構成原理を支援で き な い授業は単なる




､評価 の観点 (指導と評価の 一 体化)
教育課程審議会は2000年12月に教科および ｢総合的学
習｣ の評価に つ い て 答申を 出した8｡ 量的知識で はなく
質的知識 (生きる力) 重視の学力観, 相対評価で はなく
絶対評価や個人内評価の重視, 指導と評価の 一 体化, ペ ー
パ ー テ ス ト以外 の評価, 学校全体とし て の評価な ど基本
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的な考え方が示され た｡ な か で も, ｢総合的学習｣ に と っ
て重要な の は, ｢指導と評価の 一 体化｣ で ある｡ なぜ な
らば , ｢ 総合的学習｣で は学習内容が決められ て い な い
ため, 内容づくりと同時に評価の観点も考慮する必要が
あるか ら で ある o 答申は , ｢総合的学習｣ の評価に つ い
て , 数値的な評価を しな い こ と, 観点別学習状況の評価
を基本とする こと , 学校ごと の具体的な目標 ･ 内容を定
めた指導を行なうと したうえ で , 3 つ の観点を例示した
(答申第2章 ｢指導要録の取り扱い｣)
①学習 ｢ 指導要領に定められた ｢総合的な学習の 時
間｣ の ね ら いを踏まえ, ｢課題設定の能力｣｢問題解
決の 能力｣ ｢学び方 , もの の 考え方｣｢学習 - の 主体
Bq, 創造的な態度｣｢自己の 生き方｣ と い うよう な
観点 を定め たり , ②教科と の 関連を明確に し て ,
｢学習活動 へ の 関'L､ ･ 意欲 ･ 態度｣｢総合的な思考 ･
判断｣ ｢ 学習活動にかかわ る技能 ･ 表現｣｢知識を応
用し総合する能力｣ な どの 観点を定めたり, あ る い
は, ③各学校の定める目標, 内容 に基づ き, 例 えば ,
｢コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ､ン能力｣ ｢情報活用能力｣な どの
観点を定めたりする ｡ (丸数字に つ い て は引用者)
3 つ の観点は並列的に 記述され て い るが , ｢総合的学
習｣ にお ける ｢指導と評価の 一 体化｣ を考慮 したとき ,
｢ねら い｣ を達成するため の 問題解決的な学習構造 (①)
に おけ る, 総合化の 能力 (②)で あり , 情報活用能力
(③)で あると考える ことが で きる (図5)｡ こ こ に い う
課題や問題は, 個人の 生活関心的な問題もある し, 地域
の社会的問題もある｡ 地球規模の現代的な課題もあるだ
ろう｡ それぞれ の 問題 レ ベ ル に お い て課題 へ の こだわり ,
探究力, 解決力に相違が ある こ とは い うま で もな い ｡
2.6. 教員の 主体性
｢総合的学習｣は, 週3時間とは いえ , 子 どもや地域 ･
学校の 実態を踏まえ, 学校独自の教育活動と して ｢教科
書の な い時間｣ を創造しなければならなくな っ た｡ そ の
意味で , 従来とは違 っ た ｢教員｣ の主体性が求め られ て
い る｡ ｢教員｣は, 子ども の学びを引き出し, 支援する
｢フ ァ シ リ テ 一 夕 ー ｣ で あり , 地域と の連携をとる ｢ネ ッ
ト ワ ー カ r ｣ で あり, 多様な人々 と学び の 場を創 っ て い
く ｢コ ー デ ィ ネ ー タ ー ｣ で もある ｡ そ して な に よ り も,
｢ 教員｣は, ｢教科書の な い 時間｣ を創造し, 運営して い
く ｢カ リキ ュ ラ ム ･ メ ー カ ー ｣ で あ る｡ 子どもたちが ,
どの ような課題を設定し, どん なプ ロ セ ス で , 誰 とかか
わ っ て , 課題 を追究 したか , ｢は い まわ る｣ 学習にな ら
な い 内容づくりと学びの 組織化が求められ て い る｡
3. ｢総合的学習｣ おけるテ ー マ 設定の課題
3.1. ウ ェ ビ ングによる テ ー マ 設定
｢総合的学習｣ を実施する場合, まず, ｢ 総合的学習｣
のね ら いや考え方など学習原理の共通理解を図る｡ そ の
うえ で , 例示内容の 3 つ の学習課題や評価の 観点を参考
に , 学校 の学習目標やテ ー マ を決め , 学年ごと の取り組
み を話し合い , 実施責任者や担当者を決め , 1年間の お
お よそ の計画をた て て い く｡ そ れら は, 新年度が始ま る
①課題設定の 能力




②学習活動にか かわる技能 ･ 表現 の 力
②知識を応用し総合する能力






①学習 - の主体的, 創造的な態度
②学習活動 へ の関心 ･ 意欲 ･ 態度
①学び方, も の の考え方
①自己の生き方
(注 :① - ③は各野点｡ カ ツ コ 内は作成者, 問題 解決的学習構造に お ける段階的な能力を示す)
図5 ｢総合的学習｣の ｢評価の観点｣ 一 間題解決的な学習構造と各観点 (藤原)
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4月ま で に決ま っ て い なく て はならな い の で , 2 , 3月
ごろ に集中的に検討され る こと に なる｡ も とより , ｢ 総
合的学習｣ は, 子 ども に よる学び の 自己決定を中心とす
るの で , 事前 の検討で は, テ ー マ や学習活動の 見通 しを
た て て い く ｡ ま た, ｢総合的学習｣ の 活動に 欠かせ な い
地域の人材 ･ 社会施設の リ ス ト, イ ン タ ー ネ ッ ト な どの
情報サイ ト , 多様な学習方法な ども事前に検討して おく｡
で は, テ ー マ や学習活動の 見通しはど の よう に したら
可能で あろうか｡ こ れ を可能にする の が , ウ ェ ビ ン グに
よる テ ー マ 設定 で ある9｡ ウ ェ ビ ン グ とは, ｢く もの巣｣
web を意味する言葉だが, あ る テ ー マ に 関連 して 学びた
い こ とが らをあげて い き, そ れ らを 一 定の 関連性に もと
づ い て 配置して い く こ と で , テ ー マ と そ の 学習内容の ひ
ろが り ･ 深 まりを見通して いく もの で ある ( 図6 - 10)0
児童生徒の 興味 ･ 関心や課題探究が, 学習内容に影響を
与え るの で , 実際の 学習過程で は, 事前 の 見通 しと異な
る場合がある の は いうま で もな い ｡
ウ ェ ビ ン グに よる テ ー マ 設定と学習の見通しは, イ ギ
リ ス の ト ピ ッ ク学習と通ずると ころがある｡ 稲垣忠彦は,
こ れ に つ い て , ①学習テ ー マ の 重要性, ②研究とし て の
学習, ③必然性をも っ た総合, ④教師の学習の見通しな
どを指摘して い るが10, 筆者も, 学習内容の総合性や横
断性だけ で はなく ｢教員の主体性｣ や学習過程に おける
教師と子ども の相互作用 (図1) と いう点で同意するも
の で ある｡
3.2. ウ ェ ビ ン グ の 例1 一 小申達携や 学校全体の 教育
活動に適した ｢ 地域学習｣
まず, は じめ に ｢地域学習｣ の ウ ェ ビ ン グの 例を示す
(図6)｡ や や抽象的な概念や語法に な っ て い るが , 社会
科や国語, 理科な ど の 教科に関わる事項も当然含まれ て
く る. 図6 からは, 分化され た教科で の知識や技能を応
用したり, 総合すると い う ｢総合的学習｣の方法原理が
よく わか ると思う｡
大変広い学習内容なの で , 小申達携の教育目標や各学
校の目標 (｢0 0 学｣)に なるだろう｡ 各学校段階や児童 ･
生徒 の興味関心に応 じ て , た と えば小学校で は, ｢く ら
しや生活｣ の 領域に向か うかもしれな い な い し, 高校 で
は ｢歴史や伝統｣, ｢文化｣, ｢地域住民 ･ 市民｣ に向か う
か もしれな い｡ 図6 で は, 富山県に かかわる項目もあげ
たが , 国際理解に 関する学習課題で あれ ば, ｢環日本海
学｣ な どの研究も可能で ある｡
3.3. ウ ェ ビ ン グの例2 一 国際理解の 学習課題 に適 し
た ｢外国三理解｣
国際理解を課題に する場合, 外国理解学習な どは小 ･
中学校で しばしば見 られる事例で あ る ｡ 国際理解の学習
領域から , ｢日本と中国｣ に つ い て , 文化 (典型的文化
や文化財 , 社会的 ･ 民族的 ･ 歴史的多様性な ど), 相互
依存関係 (文化, 経済, もの ･ ひ と ･ か ね な ど), 地球
的諸課題 (人口 ･ 環境 ･ 平和 ･ 開発 ･ 人権な ど), 未来 ･
図 6 地域にかかわる総合的事象 (藤原)
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核兵器 ･ 軍事国家 多民族国家
一 党 (共産党) 支配
一 人 っ 子政策
4千年の歴史と文明
巨大人口





多様な国 ･ 地域( 中国･ 台湾
香港 ･ シ ンガポ ー ル)





ラ ー メ ン ･ ギ ョ ウザ ･
中華料理




中 国 人 移 民 ･ 労 働
者 ･ 研修牛 ･ 留学牛
チ ャイ ナタウン ･
中華街 ･ 華僑
中国残留日本人
中 国 渡 日 の 人 々
(｢日系中国人｣)
図7 外国理解 一
交流 (留学生, 帰国児童 ･ 生徒な ど) に関連して用語を
連想して みた (図7)110
中華街を抱える地域や中国か らの 帰国児童 ･ 生徒が多
い学校で は, 学校全体の取組とな っ て い く ｡ 小学校など
で は, 第 6学年の社会科に お ける 日本と関係の深い国の
例とし て 中国をとりあげ, 歴史や文化に つ い て調 べ たり
発表した の ち, 留学生を招い て 交流する ｢総合的学習｣
も容易に想定で きる. し か し, そ の 場合で も, ス ー パ ー
調 べ や地域調 べ の 中で , 中国か らの 輸入野菜や電化製品
の増加, 中国残留日本人と帰国児童 ･ 生徒など現代中国
に つ い て学習が広が っ て いくとより総合的で ある｡
3.4. ウ ェ ビ ン グ の例3 - 小学校の 学年 ･ 学期目標に
適した学習
学年 ･ 学期ごと の単元も考える ことが で き る｡ そ の場
令, ｢ 総合的学習｣の 例示内容の 1 つ で ある ｢子 ども の
興味 ･ 関心｣ に近い身近な生活事象か ら出発して , さ ま
ざまな事象の つ ながり , 結 び っ きが追究で き , 結果とし
て 総合的な学びが できるよう な テ ー マ が適切で あ る｡ 身
近な事象か ら学びが広が っ て いく ｢知的体験｣ はまさ に
総合の 総合た るゆえん で ある｡ 図8 ･ 図9 は, そ の 例を
トイ レ と ハ ン バ ー ガ ー に と っ たもの で ある｡ い ずれ も教
員研修の ワ ー ク シ ョ ッ プ に お い て作成された ウ エ ビ ン グ
に , 発表者が手直しを加えたも の で ある12｡
学期 レ ベ ル (3 カ月 は ど) の 単元だが , ｢トイ レ の 秘
密｣ は, ｢健康とくらし｣や ｢世界のく らし｣, ｢- ン バ ー
ガ ー の つ な がり｣ は ｢食べ 物と国際化｣ や ｢ 消費社会と
くらし｣ と い っ た大単元 (年間単元)の なか で組み込卑,
｢知の総合化｣ をね らい に して 実施できるもの で ある｡
｢日本と中国｣ (藤原)
学期 レ ベ ル の単元は, 1 つ の テ ー マ と し て課題の設定
と解決まで の 期間が適切なの で , 問題解決的な学習とし
て構造化 しやすい ｡
こ こ で , ｢- ン バ ー ガ ー の つ なが り｣ の授業を例に と っ
て , 図5 の ｢ 評価の 観点｣ も考慮した学習構造の見通し
を示し て おく｡
まず, ｢課題設定｣とし て , 実際の調理やイ ン多ビ ュ -
と い っ た体験的学習を しなが ら, 課題 へ の取り組み の楽
しさを味わ い , 食材で ある パ ン や牛肉など食材の ル ー ト
を探り, 外食産業の 安い価格設定に関心を持 っ て いく場
面があ る｡ 次 に , ｢課題へ の こ だわ り, 探究, 理解｣ と
し て , 情報収集 ･ 分析や調査に よ っ て 食材の貿易や仕入
れの方法など安さ の 秘密を探 っ て いく｡ ま た, 実際 に店
を見学したり, 従業員に イ ン タ ビ ュ ー し たり しなが ら,
マ ニ ュ ア ル に よ る販売方法, 包装紙 ･ テ ィ ッ シ ュ な どの
ゴ ミ の行方に 関心を持 っ て い く ｡ こ れ らの 活動を通して
事象の 申に ひ そむ つ ながりや秘密を発見し, 明確 に して
いく の で ある｡ そ して , ｢課題の解決｣｢学び方や もの の
見方, 自己の生き方｣ と して , 討論やデ ィ ベ ー トな どを
通 して , 大量生産 ･ 大量消費社会の く らしの あり方, 簡
単 ･ 便利 ･ 機能性を求める ライ フ ス タイ ル に つ い て冷静
に考え る眼を養 っ て いく｡
実際 の授業で は, こ う した見通しが子どもたちの 思わ
ぬ活動に よ っ て修正されたり , 変更され て い く こ と ば い
うま で もな い ｡
3.5. ウ ェ ビ ング の例 4 一 中 ･ 高校 の 個人 ･ グル ー プ
研究に適 した学習
身近な生活事象か ら出発して も, 小学生と中 ･ 高校生
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図8 ｢ トイ レ の 秘密｣ (藤原)
図9 ｢ハ ン バ ー ガ ー の つ なが LJ｣ (藤原)
で は興味や関心力亨異なる｡ た とえば , 携帯電話や ペ ッ ト
ボ ト ル は中 ･ 高校生に と っ て は必要不可欠な生活物資で
ある｡ 生徒たちの 興味関心に もと づ く課題や テ ⊥ マ を話
しあわせた ら, 必ず で て く る素材で ある｡ 図10 は携帯電
請 , 図11 はペ ッ ト ボ ト ル に 関する ウ ェ ビ ン グ で ある13｡
両者とも, 再生や分解の実験的な過程があり , 複数の 教
科目にまたがる横断的な内容をも っ て い る｡ 技術科や情
報科 , 家庭科や保健体育科, 理科や社会科, 英語科の 教
員の協力がえ られやすい ｡ 学習活動に して も, 消費動向
な どの ア ン ケ ー ト, 携帯 シ ョ ッ プ や コ ン ビ ニ′･ ス ー パ ー
で の イ ン タ ビ ュ ー , 環境 セ ン タ ー な どの施設訪問, 分解
体験な ど多様な方法が予想され るの で , 個人 ･ グ ル ー プ
研究 に 適して い る｡
3.6. ウ ェ ビ ン グの 例5 一 異年齢学習や交涜活動に適
した多文化 ･ 人権学習
｢総合的学習｣ で は, 社会体験や交流体験 , 異年齢集
団の学習活動など, 多様な学習形態が提案され て い る ｡
特 に , 多文化 ･ 人権など の学習で は, 小学生な どの早 い
段階か ら交流体験や社全体験を取り入れ , ｢ 心の バ リ ア｣
を少なくする活動が重要で ある｡





資 源 ごみ , リサイ ク
ル , 貴金属 の 回収
環境 ･ ごみ問題




( 病 院､ 満 員電 車 , 運 転
中､ ペ ー ス メ ー カ ← )
なぜはやる
携帯 帝 話
増 える機能 (ゲ ー ム ､ メ





どう売 りた い , だれに 使 っ





シ ョ ッ ビング ､ バ ンキ ング,
定期券
昔の 携帯 ､ 未来の 携帯
図10 ｢ すごい ぞ携帯電話｣ (藤原)
図11 ｢ペ ッ トボ ト ル君 の 生涯｣ (藤原)
図12 ｢ 人と通 じ合える｣ (藤原)
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園13 ｢私色を探 して｣
図14 ｢水ワ ー ル ド｣(藤原)
図15 ｢雨は何色｣ (藤原)
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は, 乙武洋匡氏の著書名か らと っ た言葉で ある｡ 氏の 生
き方 は, い わ ゆる ノ ー マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン の考え方の 広ま
り に大き な影響を与えて い る｡ ウ ェ ビ ン グ で は , 体 に障
害を持 っ た人 々 だけで はなく , 高齢者なども ふくめ て さ
まざまな - ン デ イチ ヤ ツ プ を も っ た人 々 と の交流や , 車
イ ス や手話 ･ 点字, 盲導犬 ･ 介護犬,
■
外国語表示な どの
模擬的な体験をとおし て , ノ ー マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン の た め
の まちづく りや社会の あり方を考え て いく ことを想定し
て い る｡
同様 に , 図13｢ 私色を探 して｣ も, 違 い を認める こと,
自分を尊重する こと (セ ル フ ･ エ ス テ ィ - ム) な どの基
本的な人権 ･.多文化の概念を , ぬ り絵や衣服の創作をと
おし て 理解す る の に適し て い る｡
3.7. ウ エ ビ ン グの 例6 一 教科 (社会科)と関連づけ
た ｢総合的学習｣
国際理解や環境, 情報, ･ 福祉と い っ た内容は, 各教科 ･
科目で 断片的に とりあげられ て い るも の を総合化 ･ 横断
化するため の例とし て学習指導要領に記載され て い る も
の で ある ｡ 時に , 社会科や理科, 家庭科に はそ の ような
内容が多く含ま れ て おり, 櫨断的な ｢総合単元｣ と して
再構成する こ とが可能で ある ｡
図14 ｢水ワ ー ル ド｣, 図15 ｢雨は何色｣ は社会科と関
連づ けた ｢総合単元｣ とし て 考え て みた｡ 身近な社会事
象で ある ｢水｣ や ｢雨｣ をとりあげ, 地域, 防災, 環境,
国際な どの 要素を生か し て ウ エ ビ ン グ を試みたも の で あ
る (理科や家庭科の要素をも っ と い れ て より ひ ろ い横断
的な ｢総合単元｣ も もちろん 可能で ある)｡ 小学校高学
年の学習や , 中学校の選択学習, 高校の 課題別個人研究
など に適し て い る ｡
4. おわり に
教員に と っ て , ｢教科書の な い 時間｣ を自ら創 っ て い
く作業は未経験の領域で ある ｡ 本稿 で は, 国際理解な ど
｢総合的な学習｣ の 実践に と っ て求め られ て い る学習の
方法原理を , 学習主体, 学習内容, 学習方法, 評価 の観
点な どか ら明確に し, さ ら に , ウ ェ ビ ン グ の手法を活用
して , カ リ キ ュ ラ ム 開発 の 中心を なすテ ー マ 設定 に つ い
て , 学校目標や学年目標, 単元目標など の多様なあり方
に 適した学習内容例を提示 した ｡ い い か えれ ば内容知
(生活知や総合知) に つ い て はお およそ の デザイ ン を示
す ことが で きた ｡ 次 に課題とな っ て くる の は, 評価 の観
点とも関わるが , 授業 に お い て ｢どAJな力が身に付い た
の か｣ と い っ た方法知の 考察と分析で あ る｡ 今後 の研究
課題とした い ｡
*本稿は, 日本国際理解教育学会第11回大会 (2001年 ,
筑波大享) で の 口 頭発表に与えられた示唆 ･ 助言を参考
に , 発表原稿を改稿 した もの で ある｡
注
1 (財)日本教材文化研究財団編 『総合的な学習の 時間
に 関する理論的 ･ 実証的研究』 同財団, 2001年, 83-
106頁 (｢第2部 総合的な学習の 時間に 関する実態調
査｣)0
2 文部省 『小学校学習指導要領』 大蔵省印刷局, 1998
年, 2⊥3頁｡ こ の ねら い は中学校 ･ 高等学校に お い て
も同様｡
3 東山明 ･ 今谷順垂編 『総合的な学習 ヒ ッ ト教材集
<1>基本と展開編』 明治図書, 2001年 , 31頁｡
4 注2参照｡ な お , 高等学校に つ い て は1999年告示｡
5 注3参照｡
6 藤原孝章 ｢地球市民として の生き方を探る授業構想一
高等学校に おける ｢総合的学習の 時間｣ (｢難民学事始
め｣)の 場合 - ｣『グ ロ ー バ ル 教育』 日本 グ ロ ー バ ル 教
育学会, 2000年 , 第3号 , 2-15頁｡
7 地域に は, ｢従来の学校 ･ 家庭 ･ 地縁的な地域社会
とは違う｣ ｢第 4の領域｣, すな わち ボ ラ ン テ ィ ア や
N G O･ N P O な ど｢目的指向的な活動｣ 領域も含まれ
る (1996年中教審第 一 次答申)0
8 教育課程審議会 『児童生徒の 学習と教育課程の実施
状況の評価の あり方に つ い て (答申)』2000年｡
9 加藤幸次編 『総合学習の 実践』 賛明書房, 1997年,
14-15頁｡
10 稲垣忠彦 『総合学習を創る』 岩波書店, 2000年 ,
126-130頁｡
11 注3, 32T33頁｡
12 ｢トイ レ｣ に つ い て は, 大阪市立住之江小学校教員
研修 (1999年) で の成果をもと に作成｡ ｢- ン バ ー ガ ー ｣
に つ い て は , 開発教育地域セ ミ ナ ー 中部 ブ ロ ッ ク 三重
大会 (2000年) で の 成果をもと に作成｡ な お , 住之江
小学校で は, 研修後, ｢ト イ レ を通して 世界が見え る｣
(第6学年) と いう テ ー マ で 授業 (全12時間) をし て
い る ｡ 児童 の 興味 ･ 関心 に そ っ て , ｢トイ レ の 歴史｣
｢トイ レ の水 の ゆく え｣｢ス ペ ー ス シ ャ ト ル の トイ レ｣
｢世界の トイ レ事情｣｢最新の トイ レ事情｣ と い う5 つ
の グ ル ー プ に分かれ て調 べ活動を し, ′ 発表をさせ て.
い
る ｡ 子どもらし い興味がうかがえる (同校1999年度研
究収録 『ひ とり ひ と りを い かす教育をすすめる』49-
56頁)｡
13 図10- 15 は, 富山大学の講義 (初等社会科教育法,
1999年) で , 学生 に ウ エ ビ ン グを試み にさせ たも の を
参考 に筆者が手を加え て作成したも の ｡
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